
記入者名
記入年月日
学部・研究科名
学科・専攻等名
コース等名

授業科目名 授業科目の主題（箇条書）
（この授業科目における中心となる題目・問題・テー
マ等を箇条書に記入する。）

授業科目の到達目標（箇条書）
（この授業科目の学習後に到達すべき最低限の（行動）目標を学生
が主語で行為動詞を使用して箇条書に記入する。）

（A） 機械（機械・構造
物、各種製品の総称）
の開発・設計・製造・
運用を通して人類社
会の利益と安全に貢
献する技術者としての
能力を身につける。

（B） 科学・技術・社
会・環境の連携を認
識し、柔軟な技術の
展開と同時にその社
会的な影響と責任を
自覚できる技術者と
しての能力を身につ
ける

（C） 理系基礎とし
て、数学、自然科学
および情報技術の
能力を身につける。

（D） 機械工学の専
門技術に関する知識
とそれらを応用する
能力を身につける。

（E） 機械工学に関
連した種々の課題を
解決するためのデザ
イン能力を身につけ
る。

（F） 日本語の論述
力、研究発表やグ
ループ討論のコミュ
ニケーション能力、英
語による国際的なコ
ミュニケーションの基
礎能力を身につけ
る

（G） 自己成長意欲
をもち自主的・継続
的に学習する能力を
身につける。

（H） 時間的効率と期
限を考えて計画的に
仕事を進める能力を
身につける。

線形代数及び演習 確かな基礎力を有する技術者を目指して以下の能力
を身につける。数学，自然科学，情報処理の基礎力

「知識・理解の観点」線形性、一次変換、消去法、行列の階数や正則
性、逆行列、固有値、固有ベクトルなどの用語の正確な意味を理解
すること。；「思考・判断の観点」行列、ベクトルの取り扱いに慣れ、あ
るていど抽象的な思考ができるようになること。；「関心・意欲の観点」
積極的に計算する。；「態度の観点」まじめに勉強する。；「技能・表現
の観点」連立方程式を消去法で解けること。行列の階数を求められ
る。行列式の計算ができ、逆行列を求められる。固有値、固有ベクト
ルの計算ができる。；

◎

常微分方程式及び演習 １階の微分方程式のいろいろな種類に対してそれら
を解くことができる。線形微分方程式の性質を理解
し、簡単な、２階同次形線形微分方程式が解ける。２
階非同次の特殊解を求められる。一般解を求めるこ
とができる。簡単な高階微分方程式を理解し、これら
が解けるようになる。定数係数について、２階同次線
形微分方程式が解ける。定数係数について、２階非
同次線形微分方程式の特殊解が求められる。定数
係数について、２階非同次線形微分方程式の一般解
が求められる。

「知識・理解の観点」微分方程式の意味と解法を習得する。；「思考・
判断の観点」論理的な思考をし、自ら問題解決ができる。；「関心・意
欲の観点」自然現象、社会現象を微分方程式で表し、その内容の理
解の助けになる。；

◎

応用解析I 　第一の目標は、様々な関数がフーリエ級数の形で
表されることを理解し、自分で級数を求められるよう
になることである。第二の目標は、コンピュータを利
用して、フーリエ級数を有限項で打ち切ったものが元
の関数の近似になっていることを示せるようになるこ
とである。

「知識・理解の観点」１．フーリエ級数を理解し、計算ができる。２．偶
関数・奇関数の性質を利用してフーリエ級数を簡単に計算する方法
を使うことができる。；「技能・表現の観点」コンピュータを用いてフーリ
エ級数に関するグラフが描ける。；

◎

応用解析II １ 複素数の極座標表示や指数、対数、ベキ根の計
算を行えるようになること２ 複素微分可能性、
Cauchy-Riemannの関係式、ベキ級数展開可能性の
３条件が同値であることを理解すること３ Cauchyの
積分定理や公式を理解し簡単な留数計算が行えるこ
と

「知識・理解の観点」１ 複素数の極座標表示や指数、対数、ベキ根の
計算を行えるようになること２ 複素微分可能性、Cauchy-Riemannの
関係式、ベキ級数展開可能性の３条件が同値であることを理解する
こと３ Cauchyの積分定理や公式を理解し簡単な留数計算が行えるこ
と；「思考・判断の観点」工学に応用できる；「関心・意欲の観点」すす
んで自ら考え、計算すること；

◎

応用物理学I (1) 剛体の運動に関する基本的概念を理解し，剛体
のつり合いと運動について，問題解決の実践力をつ
ける．(2) 解析力学の思考方法を理解し，変分原理の
観点から力学への理解を深める．

「知識・理解の観点」1. 剛体のつり合いと運動を考察する基本的概念
を説明でき，運動方程式を定式化できる．2. 解析力学の基本的原理
を説明でき，解析力学の観点から運動方程式を定式化できる．；「思
考・判断の観点」1. 剛体のつり合いと運動の様々な問題を解くことが
でき，剛体のつり合いと運動について，定性的かつ定量的に考察で
きる．2. 解析力学の観点から力学系の問題を解くことができ，力学系
の運動を定性的かつ定量的に考察できる．；

◎

確率統計 確率の数学的な取り扱いを理解する。分布の意味、
および重要な分布の例を知ることができる。平均・分
散・共分散の意味が理解でき、計算できるようにな
る。事象の独立性、確率変数の独立性を理解できる
ようになる。いろいろな統計量を求めることができるよ
うになる。

「知識・理解の観点」１．確率の意味が理解できる。２．分布の意味を
理解し、例を知ることができる。３．独立性の概念が理解できる。４．
平均、分散、相関係数などが計算できるようになる。５．大数の法則、
中心極限定理が理解できる。６．推定、検定が理解できる。；

◎

学科・研究科等のカリキュラム

学部・研究科の教育目的（具体的に記述・箇条書き）
1. 科学技術の基本哲学に立脚し、新しい真理や原理を追求し、人類に有益な道具や知的資産を具現化する“もの作り”ができる人材を育てる。
2. 総合的、学際的な教養に立脚し、自らの課題と地球環境や人類全体との関わりについて総合的に考え、判断していく能力のある人材を育てる。
3. 国際的に通用する技術者の養成と生産物に対する責任と倫理観を持つ人材を育てる。

学科・専攻科等の教育目的（具体的に記述・箇条書き）
１． 機械工学技術者としての基礎学力（数学，物理，専門基礎）の養成：航空宇宙コースと機械情報コースの教育コースカリキュラムに従い、明確な目標設定と自主的な勉学を促すとともに、数学、
物理、専門基礎科目の履修を通して基礎学力を養う。
２． ものづくり教育によるデザイン能力の養成：実験・実習などの一連の体験学習を活用し、デザイン型科目（ものづくり創成実習Ⅰ，Ⅱ、機械航空工学演習、機械情報工学演習および卒業研究）に
おいて課題解決能力・応用展開力を養う。
３． 情報化社会に対応した情報活用能力の養成：CAI（コンピュータ支援学習）をとり入れた導入教育および卒業研究を通して情報活用能力を身につける。
４． コミュニケーション能力の養成：語学教育、基礎セミナー、卒業研究などを通してプレゼンテーションやコミュニケーション能力を身につける。
５． 技術者倫理とその素養の養成：科学・技術・社会・環境の連携を考える能力と専門職業人としての社会に対する責任（技術者倫理）を自覚できる能力を身につける。

カリキュラムとGraduation Policy(GP)との相互依存関係一覧表

　　　
2006年4月1日
　　　工学部
　　　機械工学科
　　　昼間コース

学科・研究科等のGraduation Policy(GP)　（◎＝ＧＰ達成のために、特に重要な事項、○＝ＧＰ達成のために、重要な事項、△＝ＧＰ達成のために、望ましい事項）



機械航空工業力学 機械工学主要分野である「運動と振動」分野におい
て、特に工業力学に関する専門知識、問題解決に応
用できる能力を身につけることを目的とする。

「知識・理解の観点」(1) 質点系の運動、力と加速度について理解す
る。(2)エネルギー法、運動量理論および外積について理解する。(3)
力のつりあい、モーメントのつりあいについて理解する。(4)剛体運動
の基礎について理解する。；「思考・判断の観点」・ 力学モデルの構
築；「関心・意欲の観点」・ 真に機械工学を学ぼうとする意欲を喚起さ
せる。；

◎

機械情報工業力学 機械工学主要分野である「運動と振動」分野におい
て、特に工業力学に関する専門知識、問題解決に応
用できる能力を身につけることを目的とする。自動車
の運動や移動ロボットの運動を例にとり、身の回りで
観察される物理現象を、力学の基本原理によって説
明できること。逆に実際の物理現象の本質を見失うこ
となく、力学モデルへ構築できる能力を養う。

「知識・理解の観点」　力、モ－メント、運動方程式、解と物理現象の
関連；「思考・判断の観点」　力学モデルの構築；「関心・意欲の観点」
真に機械工学を学ぼうとする意欲を喚起させる。；

◎

工業熱力学I 機械工学専門基礎である「工業熱力学Ⅰ」において、
基礎理論と基礎方程式を理解し、物理現象を数式化
できる能力を身につけることを目的とする。さらに、機
械工学主要分野である「エネルギーと流れ」分野にお
いて、特に工業熱力学に関する専門知識、問題解決
に応用できる能力を身につけることを目的とする。

「知識・理解の観点」課題･問題ごとに得られた知識を応用できるか。
課題の解決のために知識、理解を深める努力をしているか。；「思考・
判断の観点」与えられた条件に必要な式、パラメータの選択、利用を
適切にできるか。どの物理量をどこに使うかの基礎的判断ができる
か。；「関心・意欲の観点」熱機器がどのような構造になっているかの
分析力があるか。問題解決の筋道を構築できるか。；「態度の観点」
物理量個々の関連性の理解；「技能・表現の観点」法則、定義の理解
とその利用が適切か。式の使用、グラフ・表の使用、基礎物理量の換
算などが容易にできるか。；「その他の観点」特になし。；

◎

工業熱力学II 蒸気の性質を理解し、蒸気表、蒸気線図を使用しな
がら、各種状態変化において、仕事、熱、エントロピ
量、状態量の変化を具体的に求めることができる。さ
らに基本サイクルを描き、蒸気機関のサイクルと熱効
率のかかわりを理解する。また熱力学第２法則に基
づく冷凍サイクルを描くことで、冷房暖房、製氷など
COPとのかかわりを理解し本法則の基本概念を再認
識する。

「知識・理解の観点」課題、問題ごとに得られた知識を応用できるか
課題の解決のために知識、理解を深める努力をしているか。；「思考・
判断の観点」与えられた条件に必要な式、パラメータの選択、利用が
適切にできるか、どの物理用をどこに使うかの基礎的判断ができる
か。；「関心・意欲の観点」状態変化の組み合わせで熱機器のサイク
ルが成り立ちどのように熱あるいは仕事を取りだしているかに関心が
あるか?複合的な問題においても解決の筋道を構築できるか。；「態度
の観点」物理量個々の関連性の理解；「技能・表現の観点」法則定義
の理解とその利用が適切か式の使用、グラフ・表の使用、基礎物理

 量の換算など・　；「その他の観点」特になし；

◎

流体工学I 機械工学の専門基礎である「流体工学I」において、
基礎理論と基礎方程式を理解し、物理現象を数式化
できる能力を身につけることを目的とする。さらに、機
械工学主要分野である「エネルギーと流れ」分野にお
いて、特に流体工学に関する基礎知識、問題解決に
応用できる能力を身につけることを目的とする。

「知識・理解の観点」(1)流体の性質（密度、粘性）を学び、それが流れ
の力学を考える上で基礎となることを認識する。(2)静水力学におい
て、静水圧力、浮力等の計算ができるようになること。(3)管路内流れ
について、流れの状態の変化による力学的性質の差異とレイノルズ
数の役割を知る。(4)連続の式とベルヌーイの定理を用い、速度、圧
力およびポンプ・水車の動力が算出できるようになること。(5)運動量
理論により、物体に作用する力が算出できるようになること；「思考・
判断の観点」(6)流体を駆動させるために必要な動力の見積もり，流
体の損失評価ができる．；「関心・意欲の観点」(7)工学・自然現象を例
に挙げ，流れの状態変化・抗力について理解が深められる．；

◎

流体工学II 機械工学専門基礎としての「流体工学Ⅱ」において、
基礎理論と基礎方程式を理解し、物理現象を数式化
できる能力を身につけることを目的とする(D-3)。

「知識・理解の観点」ベクトル解析、特にその微積分を流体力学に応
用し、加速度、変形および回転の表現を理解する。完全流体に関す
る運動方程式（オイラーの運動方程式）を導き、その特徴を理解す
る。流線、流跡線および流脈線による流れの表現を学び、流れ関数
の利用を修得する。複素速度関数による二次元ポテンシャル流れの
解析手法を修得し、流線パターンを的確に描ける。；「思考・判断の観
点」粘性流体における流れの状態変化とそれによる力学的性質の差
異、および無次元パラメータの関連を学ぶ。；「関心・意欲の観点」流
れにかんする物理量が流れの状態に依存すること、流れを知るため
のレポートを課しますので、意欲的に；「態度の観点」講義には毎回
出席し、ノートを書き留めること。；「技能・表現の観点」複素速度関数
による二次元ポテンシャル流れの解析手法を修得し、流線パターンを
的確に描ける。；

◎

機械工学演習A 機械工学専門基礎において学習した科目の応用力
と問題解決能力を身につけることが目的である。機
械工学演習Aにおいては工業熱力学Ⅰと流体工学Ⅰ
に関して、以下の項目の学習を行う(D-2)。

「知識・理解の観点」工業熱力学に関する基本的な演習問題（熱力学
の第一法則に関する仕事やエンタルピー等の基本的事柄に関する
課題）を解答できる。流体工学に関する基本的な演習問題（密度、圧
力、ベルヌーイの定理、運動量理論に関する課題）を解答できる。；
「思考・判断の観点」対象とする現象を理解し、それに必要な関係式、
数値、単位等を明らかにし、順序立てて解決できる。；「関心・意欲の
観点」毎回の演習を必ずこなう。；「態度の観点」質問を積極的に行
う。；

◎



材料力学I 機械工学の専門基礎である本科目において、機械を
構成する各要素部材が必要十分な強さと剛さを保証
する上で、基本になる示強量「応力とひずみ」に関す
る基礎理論を学び、それに基づいて部材の形状・寸
法を決定する機械設計の基本能力と問題解決に応
用できる能力を身につけることを目的とする。

「知識・理解の観点」・次の事項に関する理解と数式化、計算がきるよ
うになること。静力学の平衡方程式、外力（荷重）と内力の平衡、応力
とひずみ、フックの法則と弾性係数、垂直応力とせん断応力、材料の
機械的性質、許容応力と安全係数、骨組み構造、熱応力、はりのせ
ん断力と曲げモーメント、平面図形の性質（図心、断面一次モーメン
ト、断面二次モーメント、断面係数）、曲げ応力、たわみ、他。；「思考・
判断の観点」・自由物体について力学的平衡方程式の立て方と解き
方・静力学の平衡方程式、フックの法則、変形適合条件式の連立に
より内力、応力、変位、ひずみの解き方・はりの曲げ応力と断面形状
の決定・選択・たわみの微分方程式の立て方と解き方；「関心・意欲
の観点」.演習テキスト、英文プリントの練習問題や課題レポートに取
組む意欲；

◎

材料力学II 不静定はり、丸軸のねじりによるせん断応力、ひずみ
エネルギーとカステイリアーノの定理の応用、組合わ
せ応力下のフックの関係、平面応力場の座標変換、
主応力、最大せん断応力、曲げとねじりの組合わ
せ、破損の学説に関する基本理論を理解し、関連す
る問題を解く力をつける。

「知識・理解の観点」次の事項に関する理解と数式化、計算ができる
ようになること。・不静定はり、丸軸のねじりによるせん断応力、伝動
軸の強さ、ひずみエネルギーとカステイリアーノの定理、組合わせ応
力下のフックの関係、平面応力場の座標変換、モールの応力円、主
応力、最大せん断応力、曲げとねじりの組合わせ、破壊基準、他。；
「思考・判断の観点」・不静定はりの解法、微分方程式による解法、重
ね合わせの原理による解法、カステイリアーノの定理による解法；「関
心・意欲の観点」・教科書、英文プリントの練習問題や課題レポートに
取組む意欲；

◎

機械力学I 機械工学の専門基礎である「機械力学Ⅰ」において，
基礎理論と基礎方程式を理解し，物理現象を数式化
できる能力を身につけることを目的とする．さらに、機
械工学主要分野である「運動と振動」分野において，
特に機械力学に関する基礎知識、問題解決に応用
できる能力を身につけることを目的とする．

「知識・理解の観点」・１自由度系の運動方程式をたてるようになるこ
と．・１自由度系の自由振動と強制振動問題を解くことができるように
なること．・基礎理論の理解，数式と物理現象の関係を理解するこ
と．；「思考・判断の観点」・機械システムを１自由度系でモデル化する
ことができるようになること．・実システムとモデル化の対応関係を把
握し，理論を正しく使用し，解析することができるようになること・１自
由度系に基づく結果を設計問題に応用できるようになること．；「関
心・意欲の観点」・実システムの力学（数学）モデルについて自ら考え
るようになること．；

◎

機械力学II 機械工学専門基礎としての「機械力学Ⅱ」において、
基礎理論と基礎方程式を理解し、物理現象を数式化
できる能力を身につけることと機械工学主要分野で
ある「運動と振動」に関する基礎知識と問題解決に応
用できる能力を身につけることを目的とする。

「知識・理解の観点」1．2自由度系の自由振動解，固有周波数，固有
モードが求められる．2. 2自由度系の強制振動問題を解くことができ
る．3. ラグランジュの方程式を用いて運動方程式を導出できる．4. 弦
や梁などの連続体の振動を解析することができる．；「思考・判断の観
点」複雑な振動問題の解析を行うことができるようになる．；「関心・意
欲の観点」実社会の振動問題に興味を持ち，その解決法を討議でき
る．；

◎

機械工学演習B  機械工学専門基礎において学習した科目の応用力
と問題解決能力を身につけることが目的である。機
械工学演習Bにおいては材料力学Iと機械力学Iに関
し、以下の学習を行なう(D-2)。

「知識・理解の観点」材料力学，機械力学に関する演習問題を解くこ
とにより，当該分野の知識と応用力を高め，関連する現象を説明でき
る．；「思考・判断の観点」材料力学，機械力学にまつわる諸問題の
因果関係を指摘できる．；「関心・意欲の観点」材料力学，機械力学に
まつわる諸問題の原因や解決策を討議できる．；

◎

基礎制御工学 機械工学専門基礎としての「基礎制御工学」におい
て、基礎理論を理解し、制御系の設計をするための
基礎的能力を身につけることを目的とする。さらに、
機械工学主要分野である「情報と計測制御」分野に
おいて、特に基礎制御工学に関する専門知識、制御
系設計に応用できる能力を身につけることを目的と
する

「知識・理解の観点」・制御の仕組みについて理解できること・制御要
素を表現する伝達関数について理解できること・制御系の基本的な
特性及び安定性について理解できること・安定性の概念が理解でき、
制御系の安定性の考え方及び安定判別の方法がわかること・制御系
の性能評価の考え方が理解でき、安定度及び定常特性について理
解できること；「思考・判断の観点」・与えられた制御対象に対して制
御系を構成する基本的な考え方が説明できること・伝達関数の意味
が説明できること・システムの特性である。過渡特性、周波数特性に
ついて説明ができること・制御系の安定とはどういうことか説明ができ
ること；「関心・意欲の観点」種々の制御システムの動作原理について
関心・興味を持つこと；

◎

機械工学演習C 機械工学専門基礎である「機械工学演習Ｃ」におい
て，制御工学に関する演習問題を解くことにより，制
御工学の基礎知識と問題解決に応用できる能力を
高めることを目的とする．

「知識・理解の観点」１．古典制御理論を理解し運用するために必要
となる数学的基礎を修得する．２．フィードバック制御系の動作を解析
するために必要となる事項を理解し，運用できるようにする．３．用語
の定義や手法の成り立ちを理解し，与えられた制御系の特性解析に
応用できるようになる．；「思考・判断の観点」１．実システムと制御理
論との対応関係を把握し，理論を正しく運用して制御系の解析が出
来るようになる．２．制御系設計技法が与えられた際に，技法の意味
が的確に理解でき，運用できる．；

◎



機械材料学 機械工学の主要分野である「材料と構造」分野にお
いて、特に機械材料学に関する専門知識、問題解決
に応用できる能力を身につけることを目標とする。

「知識・理解の観点」・金属の結晶構造を把握するとともに，結晶内に
欠陥を有する材料の構造を理解する．・相律を理解し，平衡状態図か
ら材料内の組織を推測する．・鉄鋼材料の平衡状態図を理解すると
ともに、鉄鋼材料の適切な熱処理方法を選択できる．；

◎

機械工作学 機械工学主要分野である「設計と生産」分野におい
て、とくに機械製作法に関する専門知識及び問題解
決能力を身につけることを目的とする。

「知識・理解の観点」機械製作技術の歴史及機械製作技術の原理・
方法を理解する。；「思考・判断の観点」機械製作技術の原理・方法を
理解し、物づくりに関心を持つ。；「関心・意欲の観点」授業に毎回出
席すること。；

◎

機械設計論 機械設計の基本的な手法、さらにその役割と重要性
を説明できること。各種機械装置の機械設計を行う
際の基本的な考え方ができること。設計技術者とし
て、倫理観をもって品質とコストの両面から判断でき
ること。機械工学の主要分野である「設計と生産」に
関する専門知識、問題解決に応用できる能力を身に
つけること。

「知識・理解の観点」・機械設計の基本的な手法、さらにその役割と重
要性を説明できる。・鉄鋼材料の用途、材料に必要な特性、特性を満
たす材料開発、について理解でき  る.；「思考・判断の観点」・各種機
械装置の機械設計を行う際の基本的な考え方ができる。・設計技術
者として、倫理観をもって品質とコストの両面から判断することができ
る。・環境問題の関わりの視点から、材料開発の必要性を説明するこ
とができる。；「関心・意欲の観点」・各種機械装置の機械設計におけ
る手順に関心を持つ。・設計が社会に果たす役割、影響について考
察し、さらに将来のエネルギー問題や  環境保全について、主体的に
考えることができる。・材料開発と利用技術の向上について討議でき
る。；

○ ◎

機械航空工学演習 機械工学に関連した課題解決のためのデザイン能
力、コミュニケーション能力、自主的・継続的学習能
力および計画的作業遂行能力を身につけることが目
的である。

「知識・理解の観点」グライダーの空力設計および構造設計，製作，
実験をとおして計画の遂行，製作物の性能評価と考察を行う能力を
身につける。；「思考・判断の観点」自らコンセプトを設定し、3年次ま
でに習った種種の学問と技術を統合し、グライダーの設計、製作、評
価を行えるようになる。；「態度の観点」グループ作業を通じてコミュニ
ケーションやチームワークの重要性を学び、グループで自主的に課
題設定、調査、問題解決を行えるようになる。；

○ ◎ ○ ◎ ○

機械情報工学演習 機械工学に関連した課題解決のためのデザイン能
力、コミュニケーション能力、自主的・継続的学習能
力および計画的作業遂行能力を身につけること。

「知識・理解の観点」設計、制作、実験を通して計画の遂行、製作物
の性能評価と考察を行う能力を身につける。；「思考・判断の観点」自
らコンセプトを設定し、3年次までに習った種種の学問と技術を統合
し、設計、製作、評価を行えるようになる。；「態度の観点」グループ作
業を通じてコミュニケーションやチームワークの重要性を学び、グ
ループで自主的に課題設定、調査、問題解決を行えるようになる。；

○ ◎ ○ ◎ ○

図学 機械工学主要分野である「設計と生産」分野におい
て、とくに図法幾何学の専門知識と問題解決能力を
身につけることを目的とする。

「知識・理解の観点」平面図形及び立体図形の作図法と作図の定石
を理解する。；「思考・判断の観点」基本を理解し、応用ができるように
なる。；「関心・意欲の観点」作図法を理解するため演習が主体となる
ため、出席することが大事。；「技能・表現の観点」立体図を平面図
に、また平面図を立体図で作図が出来るようになる。；

◎

機械基礎製図I 機械工学主要分野としての「設計と生産」分野におい
て、「機械基礎製図I」に関する基礎知識、問題解決
に応用できる能力を身につけることを目的とする。

「知識・理解の観点」１．図面に表示されている内容を説明することが
できる。；「思考・判断の観点」２．製図法の間違いを見つけ、正しく修
正することができる。３．作成した平面的な図面と立体形状との対応
を認識することができる。；「関心・意欲の観点」４．スケッチにおいて
他のメンバーと協力して寸法を測定できる。；「技能・表現の観点」５．
製図法に則った見やすい図面を書くことができる。；「その他の観点」
１～５は学習・教育目標D-3に対応；

◎

機械基礎製図II 各種機械要素などのCAD製図を通して機械工学の
主要分野である「設計と生産」分野において、「機械
基礎製図Ⅱ」に関する専門知識、問題解決に応用で
きる能力を身につけること。

「知識・理解の観点」機械製図法、製図通則およびCAD手法を身につ
け、それらを説明できる。；「思考・判断の観点」機械製図法に基づき
描かれた図面より立体的な構造物をイメージできる。；「関心・意欲の
観点」各種機械装置の機械製図およびCAD製図に関心を持つ。；「技
能・表現の観点」機械製図法、製図通則およびCAD手法を身につけ
る。；

◎

ものづくり創成実習I（航
空宇宙教育コース）

課題解決のためのデザイン能力、コミュニケーション
能力、自主的継続的学習能力および計画的推敲能
力を身につけることを目的とする。(1)機械工学専門
技術のうち、グライダーやロケットに関する実験実習
をとおして計画の遂行、結果の解析と考察を行う能
力を身につけることを目的とする。（D-4）(2)グライ
ダーやロケットに関する設計コンセプトおよび設計仕
様を決定し、これを説明できる。さらに、課題と関連す
る物理現象の基礎的事項を理解できる。（E、F）(3)グ
ループ作業を通じてコミュニケーションやチームワー
クの重要性を学ぶことを目的とする。（H）

「知識・理解の観点」１．設計コンセプトを決定し，それを説明できる．
２．設計仕様を決定し，それを説明できる．３．課題と関連する物理現
象の基礎的事項を理解できる．；「思考・判断の観点」１．設計におい
て工学的観点を取り入れることができる．２．製作物の性能を工学的
観点から思考できる． ；「関心・意欲の観点」１．ものづくりに興味を
持って取り組める．２．グループ内で相談し，協力して作業を進められ
る．；「態度の観点」１．関連する機械工学の話題について積極的に
調べることができる．２．ものづくり，および，物理現象の分析につい
て積極的に討論できる．；「技能・表現の観点」課題に応じたものづく
りができる．；

◎ ○ ○ ○ ○



ものづくり創成実習I（機
械情報教育コース）

実習を通じて計画の遂行、結果の解析と考察を行う
「ものづくり創成実習Ⅰ」において、課題解決のため
のデザイン能力、コミュニケーション能力、自主的継
続的学習能力および計画的推敲能力を身につけるこ
とを目的とする。

「知識・理解の観点」１．設計コンセプトを決定し，それを説明できる．
２．設計仕様を決定し，それを説明できる３．課題と関連する物理現
象の基礎的事項を理解できる．；「思考・判断の観点」１．設計におい
て工学的観点を取り入れることができる．２．製作物の性能を工学的
観点から思考できる．；「関心・意欲の観点」１．ものづくりに興味を
持って取り組める．２．グループ内で相談し，協力して作業を進められ
る．；「態度の観点」１．関連する機械工学の話題について積極的に
調べることができる．２．ものづくり，および，物理現象の分析につい
て積極的に討論できる．；「技能・表現の観点」課題に応じたものづく
りができる．；

◎ ○ ○ ○ ○

ものづくり創成実習II この講義では、物体の三次元性と図面における二次
元性の関係を体感することを目的とする。加えて、工
作実習では、工作機械の基本的操作を、CG演習で
は3次元CGソフトの使用法を習得することを目的とす
る。

「知識・理解の観点」二次元の図面と三次元の物体との関係が理解
できているか。工作実習：旋盤、フライス盤などの工作機器の基本操
作を習得するとともに、製図から実際の物体を作り出すための手法を
学ぶ。CG演習：CG演習では3次元CGソフトの使用法を習得する。；
「態度の観点」工作実習：毎週出席し、レポートを作成する。CG演習：
毎週出席する。；「技能・表現の観点」工作実習：工作機器を用いて自
ら作成した製図に基づいて、作品を製作する。CG演習：与えられた課
題に則した作品を創作しCGソフトでそれを表現する。；

◎ ○ ○

機械工学実験  実験を通して計画の遂行，結果の解析と考察を行う
「機械工学実験」において，物理現象を観察する能
力，実験結果と物理法則との関連を考察する能力を
身につけることを目的とする．

「知識・理解の観点」(1)実験テキスト中の単語の定義を覚える．（D-
4）(2)物理法則を理解する．（D-4）；「思考・判断の観点」(1)計測デー
タの正しさを判断する能力を身に付ける．（D-4）(2)質問に対する適切
な答えを導くことができる．（D-4）；「関心・意欲の観点」(1)実験の現
象を観察し，その特徴を捉えることができる．（D-4）(2)実験内容に関
連する工学・自然現象と結びつけて議論する能力を養う．（D-4）；「態
度の観点」(1)適切な服装（作業服等）で安全に実験を遂行できる．(2)
レポート作成に関して提出期限を厳守する．；「技能・表現の観点」(1)
報告書として，作成する能力を身に付ける．（F）(2)自分の考えを適切
に表現することが可能となる．（F）；

◎ ○

基礎電気工学 １）機械工学技術者として基礎電気工学に関する広
い分野での知識を身につける。さらに、機械工学の
主要分野である「情報と計測・制御」において、主に
電気・電子工学に関する専門知識、問題解決に応用
できる能力を身に付けることを目標とする。２）電気電
子工学の基礎を身につけるよって、機械装置に用い
られている電気部品、例えばモ－タおよびその制御
電子機器の動作原理を、おおまかではあるが理解で
きるようにする。

「知識・理解の観点」電流と磁気、電気物性、電気回路、交流回路お
よび電動機の基礎；「思考・判断の観点」　電気回路、交流回路およ
び電子回路；「関心・意欲の観点」　機械工学における電気・電子工学
の重要性を喚起させる。；

◎

プログラミング基礎 理系基礎としての「プログラミング基礎」において、理
系の大学生が最低限もつべきプログラミングの基礎
的知識と能力を身につけること.

「知識・理解の観点」1 コンパイルなどC言語を利用するために必要な
処理を理解し，説明することができる．2. 変数の型および文字列を理
解し，必要に応じて使い分けることができる．3. 条件判断とループ処
理を必要に応じて使い分けることができる．4. 配列の概念を理解し，
適切に使うことができる．5. 関数の概念を理解し，適切に使うことが
できる．6. ファイル操作を理解し，計算結果のファイル出力ができるよ
うになる．7. フローチャートを描くことができるようになる．；「思考・判
断の観点」専門科目で学習する現象を，コンピュータを利用して計算
ができるようになる．；「関心・意欲の観点」プログラミングおよびコン
ピュータを利用した数値計算に興味を持つ．；「技能・表現の観点」コ
ンピュータを利用した計算に熟練する．；

◎

機械航空工学概論 航空宇宙に関する技術開発例を通して知的興味を喚
起し、機械工学関連分野を勉学するための目的意識
を自覚する。つまり、航空工学を深く学ぶためには、
機械工学の専門基礎科目を履修する必要があること
を理解し、計画的・持続的に学習する能力を身に付
ける。

「知識・理解の観点」(1)飛行機がなぜ飛ぶかを理解するためには、流
体力学を深く学ばなければならないことを理解する。(2)航空機の推
進器を開発するには、熱力学を深く学ばなければならないことを理解
する。(3)航空機を操縦し、安定に飛行させるためには、機械力学・計
測制御工学を深く学ばなければならないことを理解する。(4)性能の
良い航空機を開発するためには、材料力学を深く学ばなければなら
ないことを理解する。；

○ ◎

機械情報工学概論 情報の収集および得られた情報の処理・制御を取り
込んだ移動ロボット，知能機械システム（自動車）等
の工業製品の技術開発例を通して，学生の機械工
学への知的興味を喚起し、勉学への目的意識をもた
せる。つまり、現在最先端の工業製品は機械工学が
基礎となっていることを実感させることにより、専門基
礎科目を履修する必要性の自覚、計画的・持続的に
学習する能力を身に付けさせる。

「知識・理解の観点」移動ロボット･知能機械システム(自動車)が動く
ための動力伝達・移動を理解するためには、流体工学を深く学ばな
ければならないことを理解する。・移動ロボット･知能機械システム(自
動車)のエネルギー源を制御して、スムーズな動きをさせるためには
熱力学を深く学ばなければならないことを理解する。・移動ロボット･
知能機械システム(自動車)を操縦し安定に動作させるためには機械
力学・計測制御工学を深く学ばなければならないことを理解する。・性
能の良い移動ロボット･知能機械システム(自動車)を開発するために
は材料力学を深く学ばなければならないことを理解する。；「思考・判
断の観点」上に同じ；「関心・意欲の観点」上に同じ；「態度の観点」特
になし；「技能・表現の観点」特になし；「その他の観点」特になし；

○ ◎



航空原動機 機械工学主要分野としての「航空原動機」において，
機械とシステムに関する専門知識，問題解決に応用
できる能力を身につけることを目的とする．

「知識・理解の観点」１．ガスタービンのサイクルと性能について熱力
学に基づいて理解できる２．ターボ機械要素における旋回流れにつ
いて流体工学に基づいて理解できる３．各種原動機構成要素の役割
と性能の基礎的事項を理解できる；「思考・判断の観点」１．ガスター
ビンのサイクルと性能を熱力学的観点から思考することができる２．
ターボ機械要素における旋回流れについて流体工学的観点から思
考することができる；「関心・意欲の観点」１．講義内容に興味を持つ
２．身の回りのターボ機械に関心を持つ；「態度の観点」１．航空用ガ
スタービンを始めとするターボ機械について，機械工学の基礎である
熱力学，流体工学を用いて解析できることの面白さを感じることがで
きる２．ガスタービンなどに関する疑問に対して積極的に討論できる
３．騒音，排気ガスによる大気汚染などガスタービンに関わる話題に
興味を持ち，自ら調べることができる．；

◎

メカトロニクス基礎 機械工学主要分野としての「メカトロニクス基礎」にお
いて、機械とシステムに関する専門知識、問題解決
に応用できる能力を身につけることを目的とする。

「知識・理解の観点」・メカトロニクスシステムの基本概念を理解す
る。・センサ、アクチュエータの動作原理、使用方法を理解する。・マイ
コンの基本構造、命令とプログラミング方法を理解する。；「思考・判
断の観点」・メカトロニクスシステムの応用；「態度の観点」・課題調査
とまとめ・受講態度；

◎

卒業論文 機械工学において理系基礎をのぞいた学習・教育目
標のすべての項目に関する能力を統合することが目
的である。すなわち、１．人類社会の利益と安全を目
指し、その要求に応えるために取り組むべき課題を
理解する。（A）２．課題を解決するために方法を模索
し、解決に必要な研究計画を立案し、期限を考えて
計画を遂行する。（D-4, H）３．得られた結果をもとに
工学的かつ論理的に分析・評価する。（D-4, E）４．得
られた成果を論文にまとめ、口頭および機器を通して
他者にわかりやすく説明する。（F）５．自己成長意欲
をもち自主的・継続的に課題に取り組む。（G）６．必
要に応じ創意・工夫をする態度を養う。（E）７．技術者
倫理を遵守し、社会への影響と責任を自覚して課題
に取り組む。（B）（括弧内は「機械工学科の学習・教
育目標」との対応を示す）

「知識・理解の観点」・社会の要求する、取り組むべき課題を理解す
る。・取り組むべき課題に対する解決方法（調査、実験、解析）を理解
する。・必要な文献等の資料を収集する。；「思考・判断の観点」・課題
解決のための計画を立案する。・立案した計画をふまえ、期限を考え
て実行する。・調査、実験、解析などから得られたデータを分析・評価
する；「関心・意欲の観点」・自己成長意欲をもち自主的・継続的に取
り組む。；「態度の観点」・必要に応じ、創意・工夫をする。；「技能・表
現の観点」・研究成果を文章、図表にまとめることができる。・視聴覚
機器を用いたプレゼンテーションができる。； ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

数値解析 主な数値解析スキームについて原理を理解し、運用
に習熟し、収束性などの理論的考察を会得すること
この科目は以下の社会建設工学科の学習・教育目
標に対応します。（Ａ）確かな基礎力を有する技術者
を目指して以下の能力を身につける。A-1 数学、自
然科学、情報処理の基礎力

「知識・理解の観点」数値解析の基本的な知識を得る；「思考・判断の
観点」数値の扱いに慣れる；「関心・意欲の観点」積極的に計算する；
「態度の観点」まじめに勉強する；

◎

応用物理学II 波動、光、熱に関係した現象を、これまでに学んだ力
学、電磁気学との関連とその発展として認識するとと
もに、新たな観点から理解するための考え方を身に
付ける。

「知識・理解の観点」1.一般的な波の表現方法を修得し、力学的手法
に基づいて具体的な波の波動方程式を導く。2.波の一般式を用いて、
波の干渉による光の強度を導く。3.熱力学における状態量、熱と仕
事、準静的状態変化と熱力学第1法則との関係を理解する。；「思考・
判断の観点」1.波の反射の一般論と固有振動を理解する。2.光の波
動論と回折現象を理解する。3.熱力学第2法則とエントロピーとの関
係を理解する。；

◎

伝熱工学 伝熱現象の移動3形態である、熱伝導、熱対流、熱
放射の個々の特徴、支配式、利用に際する諸知識あ
るいは相互の関連性を理解する。さらに熱交換機器
の設計に重要な熱の定量的見積もりに関する技量を
発展させ、背景となる他の学問分野と伝熱学に関す
る基礎知識の関連性を知る。

「知識・理解の観点」課題、問題ごとに得られた知識を応用できるか
課題の解決のために知識、理解を深める努力をしているか。；「思考・
判断の観点」与えられた条件に必要な式、パラメータの選択、利用が
適切にできるか、どの物理用をどこに使うかの基礎的判断ができる
か。；「関心・意欲の観点」熱機器がどのような構造になっているかの
分析力があるか?実験、理論出導かれる式の物理的意味に関心があ
るか伝熱問題の単なる問題解決の筋道を構築できるか。；「態度の観
点」物理量個々の関連性の理解；「技能・表現の観点」法則定義の理
解とその利用が適切か式の使用、グラフ・表の使用、基礎物理量の
換算など；「その他の観点」特になし；

◎

燃焼工学 機械工学の重要分野としての「燃焼工学」において、
エネルギーと流れに関する専門知識、問題解決に応
用できる能力を身につけることを目的とする。

「知識・理解の観点」省エネルギー燃焼を実現できるようにするため
燃焼計算を習得する。燃焼現象の基本となる気体燃焼現象（予混合
燃焼、拡散燃焼）を理解する。液体および固体燃焼の特質を理解す
る。；「思考・判断の観点」燃焼における基礎的事項に関する理解・知
識に基づき、実際の火炎等における燃焼技術についての思考力をつ
ける。燃焼現象における安定性・不安定性を理解し思考する。；「関
心・意欲の観点」燃焼工学に関する関心を持ち、集中して理解する態
度を身につけ、自ら新しい情報を得るための意欲を持っていること。；

◎



内燃機関工学 機械工学の主要分野である「機械とシステム」に関
し，内燃機関を主な対象として，その専門知識の習
得と，問題解決に応用できる能力を身につけることを
目標とする．

「知識・理解の観点」・燃料の燃焼による発熱とエンジン出力との関連
が理解できること．・内燃機関における出力性能解析ができること．・
燃焼の基礎的事項について理解し，各特性値を算出できること．・内
燃機関における専門用語を理解し，説明できること．；「思考・判断の
観点」・内燃機関における混合気形成と燃焼の各過程および構造に
ついて，基礎的知識との関連において考察し説明できること．・上記
の事項における異常現象の発生について思考し，その対策について
考察できること．・内燃機関の構造や各部形状とその作動について考
察し説明できること．；「態度の観点」講義に参加し，積極的に思考す
る態度を身につけること．関連する事項に対し自ら情報を収集し，そ
れを理解する姿勢を持つこと．；

◎

材料強度学 機械工学主要分野としての「材料強度学」において、
材料と強度に関する専門知識、問題解決に応用でき
る能力を身につけることを目的とする

「知識・理解の観点」材料の微視的および巨視的な力学挙動と破壊
の関係を理解する。グリフィスの理論、応力拡大係数、破壊靱性など
のき裂に関する力学について理解する。金属疲労の微視的および巨
視的な力学現象を理解する。；「思考・判断の観点」応力拡大係数を
用いた損傷許容設計法の応用問題が解ける能力を身に付ける。；
「関心・意欲の観点」定期的に出題される演習問題に対して積極的に
取組む。不明な点があった場合、質問を積極的に行う。；「態度の観
点」毎回出席しノートを作成する。；

◎

弾塑性力学 機械工学主要分野である「材料と構造」分野におい
て、特に弾塑性力学に関する専門知識、問題解決に
応用できる能力を身につけることを目的とする。

「知識・理解の観点」1.応力とひずみの概念について正確に説明でき
る。2. 弾性力学の基礎方程式を導くことができる。3.応力関数を用い
て応力を計算することができる。4.弾塑性構成方程式について説明で
きる。5.有限要素法の基礎理論について説明できる。；「思考・判断の
観点」弾塑性力学を構造物の強度計算に応用できる。；「関心・意欲
の観点」機械構造物の弾塑性解析に関心を持つ。；

◎

機構学 機械を構成している各種機構要素についてそれぞれ
の特徴的な機構、機械運動について学ぶことを通し
て、機械工学の主要分野である「運動と振動」分野の
「機構学」に関する基礎知識、問題解決に応用できる
能力を身につけること。

「知識・理解の観点」各種機構要素についてそれぞれの特徴的な機
構、機械運動について理解し、説明できる。；「思考・判断の観点」各
種機構要素の機械運動学的な解析を行うための考え方ができる。；
「関心・意欲の観点」各種機械装置の機構、機械運動について関心を
持つ。；

◎

機械加工学 機械工学主要分野としての「設計と生産」分野におい
て、「機械加工学」に関する専門知識、問題解決に応
用できる能力を身につけることを目的とする。

「知識・理解の観点」１．各加工方法の加工原理、加工工具、加工機
械の名称と使い方を説明できる。２．各加工法により加工できる形
状、できない形状を説明できる。；「思考・判断の観点」３．製作したい
形状に対して適した加工方法を選択できる。；「関心・意欲の観点」４．
身の回りの品物の加工方法に関心を持つ。；「その他の観点」１～４
は学習・教育目標D-3に対応；

◎

センサ工学 機械工学の主要分野である「情報と計測・制御」に関
し，センサ工学を主な対象として，その専門知識の習
得と，問題解決に応用できる能力を身につけることを
目標とする。すなわち、近代的なロボットや航空機な
どを動かすためにはセンサが必要であることを理解
し、計測工学の基礎を身に付ける。物理量の単位と
標準を理解する。　物理量の検出・電気的変換に関
して理解する。　機械要素、電気要素、物性を利用し
た検出要素、量子効果を利用した検出要素に関して
理解する。　確率統計理論の基礎と計測精度に関し
て理解する。

「知識・理解の観点」1)基本単位と組立単位、トレーサビリティーに関
して理解する。2)解像度、ダイナミックレンジ、ドリフト特性など計測用
語を正しく理解する。3)ブリッジ回路、オペアンプを使った計測回路、
差動アンプなどの役割を理解する。4)機械要素、電気要素、物性およ
び量子効果を使ったセンサーを理解する。5)サンプル値の分散、誤差
伝播の法則を理解する。；

◎

システム制御工学 機械工学専門基礎としての「システム制御工学」にお
いて、基礎理論を理解し、制御系の設計をするため
の基礎的能力を身につけ、機械工学に関連する事象
に応用できる能力を身につけることを目的とする。

「知識・理解の観点」・状態空間におけるシステムの表現法が理解で
きること。また、与えられたシステムに対する状態微分方程式の記述
法が理解できること。・システムの安定性の概念が理解でき、安定性
を判断する方法が理解できること・線形システムの構造（可制御性・
可観測性）が理解できること・レギュレータ及びオブザーバーを使用し
た制御系の構成法が理解できること・サーボ系の設計法が理解でき
ること。；「思考・判断の観点」・与えられたシステムに対する状態微分
方程式の記述法が説明できること・可制御性、可観測性の意味が説
明できること・システムの安定性及び、安定判別の方法について説明
ができること・レギュレータ及びオブザーバーを使用した制御系の構
成法が説明ができること；「関心・意欲の観点」種々の制御システム
の動作原理について関心・興味を持つこと；

◎

プログラミング言語 1)　C言語の基礎知識の再確認2)  配列、ポインタ、
関数、構造体などのＣ言語プログラミングの特徴を理
解すること。2)　簡単なプログラムを自分の力で作成
することができるようになること。3)  振動、カオス、フ
ラクタル、などの数値計算を実体験すること。4)　画
像処理およびグラフィックスの基礎を学ぶこと。

「知識・理解の観点」１．Ｃ言語プログラムの内容を自ら説明できる．
２．Ｃ言語の文法構成を体系的に関係づけられる．；「思考・判断の観
点」１．Ｃ言語プログラムのエラーを自ら指摘し改訂することができる．
２．自らが意図した数値作業をプログラムとして具現化できる．；「関
心・意欲の観点」１．様々な数値処理（画像処理，シミュレーション）に
関してプログラミングを通して実行できる．；

◎



特別講義研究室紹介 機械工学科の各研究室の研究内容をとおして、機械
の開発・設計・製造・運用を学び、人類社会の利益と
安全に貢献する技術者としての能力を身につけるこ
とを目標とする。

「知識・理解の観点」・それぞれの教育研究分野における研究が人類
の利益にどのようにかかわるかを理解する。・それぞれの研究課題
の目的や計画が技術の進歩やその安全な運用にどのような注意を
払っているかを理解する。・社会において必要とされている技術の在
り方、進歩の仕方と研究の方向との関係を理解する。；

◎

交通機械工学 機械工学主要分野としての「交通機械工学」におい
て、機械工学の社会における役割を認識し、機械と
システムに関する専門知識、問題解決に応用できる
能力を身につけることを目的とする。

「知識・理解の観点」・自動車工学：交通機械における自動車工学の
役割について、自動車統計の推移や、地球環境対応のための各種
規制等施策とその対応事例から理解する。・自動車工学：自動車の
役割、環境対応等技術課題を説明できる。・自動車技術について機
械工学応用事例を説明できる。・鉄道車両工学：鉄道の歴史の理解
→技術発達史のニーズとソリューション、その必然性。鉄道車両の設
計思想の理解→コンセプト具現化の一例。各種材料、生産技術の使
い方と適用法を理解する。・自動車エンジンシステムを中心とした最
近の技術的課題とその対応策の動向について理解する。・航空工
学：固定翼航空機(飛行機)および回転翼航空機の飛行の原理、航空
原動機および推進装置の原理について理解する。；「思考・判断の観
点」・機械工学で修得された知識の応用および自動車産業界に望ま
しい技術者像について考察する。；

◎

総合的ＧＰ到達度判定方法（具体的に記述・箇条書き）

ＧＰ項目別到達度判定方法（具体的に記述・箇条書き）

判　 定

    

例　卒業研究の達成度判定基準

発表技法に関する到達度判定

発表内容に関する到達度判定
判　定　す　る　項　目 判　 定

    

判　定　す　る　項　目


